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東京都歴史教育研究会 秋季史跡見学会のご案内 

「板橋宿とその周辺をめぐる」～江戸四宿を訪ねて 第３弾～ 

 

秋晴の候、皆様におかれましては、ますます御盛栄のこととお慶び申し上げます。令和６年度秋季史跡見学

会を企画いたしましたので、ここに御案内いたします。 

今回は、中山道の初宿であり、江戸四宿の一つに数えられる板橋宿周辺をめぐります。 

午前は、皇女和宮が徳川家茂に嫁ぐ際に通ったルートをもとに、旧中山道板橋宿界隈をめぐります。板橋宿

上宿には縁切榎という榎の木があり、それを避ける形で和宮は江戸城に向かいました。今回の見学も和宮のル

ートにならい、いったん旧中山道から外れて進み、その途上にある松平定信ゆかりの日曜寺を訪れます。その

後、旧中山道に戻り、板橋宿本陣跡、幕府公用馬のつなぎ場であった遍照寺を訪ねます。この板橋宿に隣接す

る形で加賀藩前田家下屋敷があり、加賀藩下屋敷通用門や藩邸内にあった稲荷社を遺す観明寺、前田家と血縁

関係にあった宇喜多秀家の供養塔を有する東光寺をめぐり、午前の部の最後は、板橋宿で処刑された新選組局

長近藤勇の慰霊碑とその像を見学します。また、板橋宿仲宿には、板橋憲兵分隊門柱跡がありますが、午後の

テーマ軍都・工都板橋及び十条を考えるヒントとなる史跡であり、必見です。 

午後は、軍都・工都巡りをテーマにして、板橋宿周辺にある軍事史跡を中心にめぐります。火薬製造で用い

る圧磨機圧輪を遺す加賀西公園、火薬発射実験的や前田家下屋敷記念碑がある加賀公園をはじめ、陸軍の兵器

製造を担った東京第一陸軍造兵廠（十条）・第二陸軍造兵廠（板橋）を中心とした遺構をめぐります。また、第

一造兵廠は、戦後にアメリカ軍に接収され東京兵器補給廠となり、昭和 33(1958)年に陸上自衛隊十条駐屯地と

なりますが、今回の史跡見学は陸上自衛隊十条駐屯地内の見学もいたします。 

なぜ板橋宿に隣接する地域に軍事施設や軍用工業施設が多いのか。その背景を考えるヒントとなるキーワー

ドが、中山道板橋宿と前田家下屋敷になります。各史跡を見学しつつ、その背景にも迫っていきます。 

今回は、(一社)東洋文化教育研究所研究員である木村清治氏が講師を務めます。板橋宿を中心に、史跡を単

に見学するだけでなく、その場に立つからこそ味わえる臨場感あふれる歴史の解説をして下さいます。お忙し

い時期かと存じますが、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。 

 

 

１．期日  

令和６年 11月 17日（日） ※雨天決行 

 

２．見学地  

東京都板橋区（板橋宿周辺）・北区（十条周辺） 

 

３．参加形態 

  ①午前の部のみの参加、②全日参加 からお選びいただけます。 

 

４．集合               

午前９時 30分 本蓮沼駅前いずみ公園（最寄り：都営三田線本蓮沼駅Ａ４出口） 

５．解散 

午前の部のみ参加の場合：午後０時 00分頃 近藤勇墓・新選組隊士慰霊碑（最寄り：ＪＲ板橋駅） 

全日参加の場合：午後４時 30分頃 ＪＲ十条駅 

 

６．行程 

午前（板橋宿をめぐる） 

キーワード：板橋宿関係史跡、板橋と前田家のつながり、和宮下向ルート 

本蓮沼駅前いずみ公園（最寄り：本蓮沼駅Ａ４出口）集合→和宮下向ルート（縁切榎を避ける）→日曜寺

→智清寺→旧中山道→縁切榎→板橋宿上宿→板橋→旧板橋憲兵隊門柱→板橋宿仲宿→脇本陣跡→文殊院

→本陣跡→遍照寺→板橋平尾宿→平尾宿脇本陣跡→いたばし観光センター→観明寺（前田家下屋敷通用門）

→東光寺（宇喜多秀家供養塔）→近藤勇墓・新選組隊士慰霊碑→解散（最寄り：板橋駅） 

 

午後（軍都・工都板橋及び十条をめぐる） 

キーワード：東京造兵廠及び前田家下屋敷関係史跡、陸上自衛隊十条駐屯地内見学 

ＪＲ十条駅北口(旧西口)・銀杏通り前集合→帝京大学４号館(旧富士見中学校)脇の陸軍用地石碑(誤った

場所の例)→東京第二陸軍造兵厰（以下二造）の名残→みどり橋緑地・二造のレリーフ→加賀西公園・圧磨

機圧輪記念碑→理化学研究所→二造関係遺跡→加賀藩下屋跡→東京第一陸軍造兵廠（以下一造）から二造

への軌道車跡→憲兵詰所→一造関係遺跡→陸軍用地石碑→陸上自衛隊屯所内見学→十条富士見中学校・一

造煉瓦塀跡→ＪＲ十条駅解散 

 

７．講師  

木村 清治氏（(一社)東洋文化教育研究所研究員） 

 

８．参加費・持ち物（ ⑴ ⑵ともに当日ご持参ください ） 

⑴1000円  （見学料、資料代、その他雑費）        

⑵身分証明書（自衛隊駐屯地見学で提示が必要となります） 

 

９．申込締切  

令和６年 11月７日（木） 

 

   以下のハイパーリンクまたはＱＲコードにより、お申込みください。 

   https://forms.office.com/r/fNE0m6Hjnu 

※ハイパーリンクやＱＲコードの利用が難しい場合は、以下の必要事項をご記入の上、下記の問い合わせ

先まで Emailもしくは郵送でお申込みください。 

【必要事項】所属・氏名・氏名のふりがな・参加形態（午前の部のみ参加・全日参加） 

生年月日・年齢・性別・職業・住所・電話番号・メールアドレス 

※生年月日・年齢・性別・職業・住所は、自衛隊駐屯地見学の申し込みで使用いたします。 

          電話番号・メールアドレスは、諸連絡で使用いたします。目的外での利用は行いません。 

 

 

 

 

 
【問い合わせ先】 

担当：東京都立葛飾商業高等学校 

地歴公民科 川崎 玉幸 

住所：〒125-0051 

東京都葛飾区新宿３―14―１ 

電話：０３－３６０７－５１７８ 

あEmail：  

 

 

https://forms.office.com/r/fNE0m6Hjnu

